
はじめてみませんか？
ボランティア活動や市民活動

　菊川市では、ボランティア活動や市民活動の推進に取り組んでいます。
　あなたの時間を少しだけもらえれば、笑顔で暮らせる人がいます。一人ひとりの少しの時
間を集めたら、それはとてもたくさんの時間となり、たくさんの笑顔が生まれます。今から
活動をはじめてみませんか？
　今月号は「菊川市ボランティア活動推進検討担当者会」について掲載します。

町部地区コミュニティ協議会「えき＊はなプロジェクト」の活動
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菊
川
市
が
誕
生
し
た
平
成
十
七
年
当
時
よ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
教

育
委
員
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
設

置
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
個
人

や
団
体
な
ど
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
八
年
四
月
に
は
「
菊
川

市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、
市
民

活
動
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
内
に
活
動
を
支
援
す
る
三
つ
の
セ
ン
タ
ー

が
誕
生
し
た
中
、
平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
五

年
間
の
「
第
三
次
菊
川
市
地
域
福
祉
計
画
・
地

域
福
祉
活
動
計
画
」
の
重
点
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
市
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
の
三
位
一

体
で
の
「
市
民
活
動
の
推
進
・
充
実
」
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
三
十
七
年
度
を
見
据
え
た

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
の
中
で
、

住
民
等
が
主
体
と
な
っ
た
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
市
民
活

動
の
推
進
に
関
連
す
る
支
援
機
関
と
の
意
見
交

換
を
通
じ
て
、
現
状
の
整
理
と
今
後
の
社
会
福

祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
の
役
割
等
を

ま
と
め
る
こ
と
と
し
、
「
菊
川
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
推
進
検
討
担
当
者
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。担

当
者
会
メ
ン
バ
ー

【
社
会
教
育
課
】

　

「
菊
川
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
小
・
中
・
高
校
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
た
め
、

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
受
入
先
と
児
童
生
徒
と

の
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
菊
川
市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
】

　

市
民
活
動
の
活
性
化
と
市
民
協
働
の
推
進
を

目
指
し
、
市
民
活
動
団
体
（
地
域
づ
く
り
団
体

含
）
や
企
業
、
行
政
、
学
校
等
を
つ
な
ぐ
中
間

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
市
民
の
活
動
や
企
業
の

社
会
貢
献
活
動
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

【
菊
川
市
長
寿
介
護
課
】

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、

生
活
支
援
・
介
護
予
防
に
つ
い
て
、
住
民
が
主

体
的
に
参
加
し
、
自
ら
が
担
い
手
と
な
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
介
護
予
防
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

【
菊
川
市
地
域
支
援
課
】

　

菊
川
市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
を
管
轄
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
活
動
や
運
営
の
支
援
等
に
関
す
る
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
福

祉
を
担
う
部
会
（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）
や

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
が
地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

【
菊
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
】

　

「
菊
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
層
の
推
進
を
図
り
、
地
域
住
民
の
地
域
福

祉
へ
の
参
加
を
進
め
る
た
め
、
広
報
啓
発
か
ら

相
談
、
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
議
内
容

●
各
機
関
の
対
象
範
囲
の
確
認

　

全
体
的
に
、
年
齢
が
高
い
人
た
ち
が
活
動

の
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
個
人
か
ら
団
体
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
を
対
象
に
色
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
齢
が
低
い
、
若
い
年
代
の
団
体

で
の
活
動
支
援
、
組
織
化
が
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
把
握
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、市
民
活
動
を
推

進
す
る
た
め
に
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●
市
全
体
と
し
て
の
課
題
に
つ
い
て

　

各
機
関
の
課
題
を
出
し
合
い
、
今
後
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市
民
活
動
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
上
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

で
あ
る
の
か
を
整
理
し
、
七
つ
の
課
題
を
挙

げ
ま
し
た
。

①
「
情
報
」

　

こ
れ
に
は
Ｐ
Ｒ
等
の
情
報
発
信
力
を
ア
ッ
プ

し
て
周
知
や
成
果
の
見
え
る
化
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
や
、
ニ
ー
ズ
把
握
や
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
「
場
づ
く
り
」

　

活
動
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
介
護
予
防
の
取
り
組
み
も
地
域
づ
く
り

の
中
で
行
う
よ
う
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

③
「
人
づ
く
り
」

　

活
動
者
を
発
掘
し
、
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
講
座

や
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
を
活
動
に
つ
な
ぐ
工
夫
や
、

現
在
の
地
域
の
活
動
者
を
次
の
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
工
夫
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

④
「
資
金
」

　

活
動
資
金
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
団

体
等
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
助
成
金
の
充

実
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

⑤
「
育
成
」

　

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
と
、
指
導
者

や
活
動
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
そ
の

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

⑥
「
つ
な
が
り
」

　

各
支
援
機
関
が
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
と
、
人
材
活
用
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
各
機
関
と
協
働
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

⑦
「
広
が
り
」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
幅
の
広
が
り
の
た
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
の
企

画
が
必
要
と
な
り
、
福
祉
系
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
少
な
い
た
め
、
講
座
等
の
工
夫
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

●
今
後
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

各
機
関
間
で
連
携
で
き
る
も
の
、
ま
た
連

携
が
必
要
な
も
の
を
出
し
合
い
、
整
理
し
ま

し
た
。

　

す
ぐ
に
取
り
掛
か
れ
る
も
の
と
し
て
は
、

「
情
報
に
関
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
各
機
関

間
の
情
報
交
換
・
情
報
共
有
と
、
外
部
へ
の

情
報
発
信
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

も
の
と
し
て
は
、
「
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
取
り
組
み
」
、
「
介
護
予
防
へ
の
取
り

組
み
」
、
「
人
材
の
育
成
、
活
用
」
、
「
活

動
の
見
え
る
化
」
、
「
分
野
を
超
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
た
す
け
合
い
さ
さ
え
合
っ
て
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
感
じ
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
菊
川
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

市
民
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
次
年
度
も

継
続
し
て
担
当
者
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
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パソコン寺子屋で楽しみましょう
Ｑ．現在の活動について教えてください。
　私たちは、ボランティア（塾長とスタッフ10名）で『パソコン教
室寺子屋』を青葉台コミュニティセンターで開催しています。私は、
仕事でパソコン関係というか、技術屋だったため、定年になって自
分の知識を少しでも地域のために役立てればと思い始めました。
　始めは青葉台地区だけで、こじんまりと始めるつもりでしたが、
平成21年度から六郷地区コミュニティ協議会が発足したため、費用
や、教室の提供、募集広報を行ってもらえる事から、六郷地区とし
て開校し、ここ2～3年程は菊川市として募集しています。
　現在３つのコースがあります。
①通常授業　基礎を身に付ける6ヶ月の入門初心者向け夜のコース。
②特別授業　通常授業では足りない方の補完授業を行う昼間のコース。
③サークル勉強会　もっともっと覚えたい方の昼間のコース。
サークル勉強会の参加者が、一番人数が多く、20 ~30人です。
在籍は55人で、入門者数は202人、開催回数は110回/年程度です。尚、今までの最高齢者は85歳
です。
　授業では、マウスの使い方、文字入力、日本語変換、Word、Excel、年賀状作成、メール、デ
ジカメ写真の保存、整形、印刷、ゆるキャラグランプリの投票から、スカイプ、名刺作成、アニメー
ション作成、ムービーメーカー、インターネットから曲をダウンロードするなど、パソコンで出来
ることはなんでも挑戦し、楽しんでいます。

Ｑ．活動して楽しいことや印象に残っていることがあっ
たら教えてください。

　受講している方たちから、感謝の言葉をたくさんいた
だいているのが嬉しいです。
　授業を通じて信頼関係や、人と人のつながりが出来、
和気あいあいとした雰囲気が生れています。

Ｑ　趣味や楽しみなことは何ですか。
　昔はバレーボール、卓球、少林寺拳法などやっていました。現在、六郷地区コミュニティ協議会
ホームページの管理人です。もともと不器用な人間のため、地味だがコツコツするタイプで、人よ
りも努力し長続きします。パソコンも独学で覚えました。

Ｑ　これからの目標や、やってみたいことがあった
ら教えてください。

　パソコン寺子屋を70歳までは休講せず長く続けて
行きたいと思います。
　また現在、受講者数2,200人です。平成29年度は
延べ2,400人を目標に魅力ある講座にしていきたい
です。

パソコン寺子屋のメンバー

パソコン教室の様子

森 繁満さん（自治会名：青葉台2丁目）
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笑顔、輝いてます　－第67回－

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。



横地城跡自然公園運営協議会

　私たち横地城跡自然公園運営協議会は、城跡の維持管理を行っています。
ちょっとここで横地城跡についてご案内します。平安時代の中頃、奥州の豪族安部氏が「前九年、
後三年の役」と言われる長い乱が起こった。
当時、陸奥守であった源頼義は、勅命によってこの乱鎮圧のため、奥州に向かった。その子八幡太
郎義家も、父加勢のために遠江国見付の宿まで兵を進め、折からの長雨に滞在中、当時このあたり
に勢力のあった相良太郎藤原光頼の娘との間にできた子が、義家の力によって横地村に住み、横地
太郎家永と伝われている。
　おおよそ九百年の昔から、横地氏滅亡までの四百五十年の間、遠江きっての古名族として、東海
に君臨した横地氏は、当菊川の横地村が本貫の地であるとともに、横地姓の発祥の地でもある。
このように歴史深い、横地城跡一帯の草刈・倒木の処理・桜の木の消毒・松の木の剪定等の保全管
理に努めております。総勢50名ですが、通常20名前後の高齢者の会員で（年15回）の作業を行っ
ています。勿論若い会員もおりますが、急斜面での作業が多いため身の前には危険が待ち受けてお
ります。作業中にも城跡訪れる方々も多く「山城にしては珍しく管理の行き届いた所だね」、と労
いの言葉をいただき一瞬疲れを忘れます。また毎年4月第一日曜日は横地城跡桜まつりを実施して
おります。横地城跡保存会・運営協議会が主体となって地域の皆さんと遠方からの「横地」姓の方々
をお招きして一緒に桜の下で親睦を深め一日を楽しんでいただいております。新たな歴史を残すた
めにも行政と一体になり、ここ菊川市の「観光名所」と位置づけ、末永く会員、地域の皆さんのご
尽力を頂き、「名勝横地城跡」の維持管理に努めて来城者をお迎えしたいと思います。

横地城跡自然公園運営協議会
会長　鈴木　勝章

家永の里　横地城跡

グリーンガーデンコンサート
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施設や団体の紹介コーナー



受賞おめでとうございます　菊川市社会福祉大会を開催しました
菊川市社会福祉協議会会長表彰　被表彰者
◎民生委員・児童委員、人権擁護委員、保護司の職種に満10年以上在任し、功労顕著である方（2名）
　保護司　伊藤弘江　様　大川務　様
◎社会福祉事業施設の役員又は従事者で満10年以上勤続し、功労顕著である方（4名）
　東遠学園組合　　　　　　髙木一利　様　
　ようこそ　　　　　　　　鈴木泉美　様　青山美智子　様
　ハートあんどハート菊川　土屋慶子　様
◎社会福祉法人の役員又は職員で満10年以上勤続し、功労顕著である方（12名）
　草笛の会　沖　雅彦　様　　高須照美　様　　八木順子　様
　白翁会　　鈴木三由紀様　　齋藤明弘　様　　伊藤和志　様
　和松会　　白田里佳　様　　小野寺理江様　　村松由香　様
　　　　　　山本涼子　様　　飯塚辰也　様　　山岸秀幹　様
◎小地域社会福祉団体で、事業成績優秀な団体（1団体）
　菊川市青少年健全育成市民会議平川支部　様
菊川市社会福祉協議会会長感謝状贈呈　被贈呈者
◎社会福祉のために、多額の金品を寄贈し、地域福祉の増
進に寄与された方（3団体）
　日蓮宗静岡県西部宗務所　様
　静岡県退職公務員連盟小笠支部　様
　静岡福祉協議会　様
静岡県共同募金会会長感謝状贈呈　被贈呈者
◎共同募金に多額の寄付をし、地域福祉の推進に寄与され
た方（２団体）
　明るい社会づくり運動菊川地区協議会　様
　連合静岡東遠地域協議会　様

フードドライブにご協力ありがとうございました
　平成29年1月5日～31日にかけて「NPO法人フードバンクふじのくに」が実施する『フー
ドドライブ』の寄贈受入窓口として、たくさんの皆さま方から物資の協力をいただきました。
　市民の皆さまや関係機関の職員の方々からダンボール箱８箱分の食品の寄贈をいただき
ました。
　寄贈いただいた食品は、「NPO法人フードバンクふじのくに」に送り、行政や社会福祉
協議会・支援団体を通じて食べる物がなくて困っている人々に渡されます。

写真撮影：おっ撮りカメラ隊

6子育て相談　火～土曜日　８：15～17：00　きくがわ子育て支援センター☎37-1135　おがさ子育て支援センター☎73-5698

「みなさまへのご報告」



菊川市赤十字奉仕団
　「菊川市赤十字奉仕団」は、現在115名の会員で様々な活動をしています。私たちはボランティ
ア活動として市内４ヶ所の施設で毎月２名の会員が利用者の介助、傾聴などを行っています。他に、
草笛の会、東遠学園のイベントの際のお手伝いもしています。また市の防災訓練に参加し、非常食
の炊き出しを行いました。２月には、
赤十字ボランティアとしての自覚を
もって活動するのに必要な知識、技
術を身につけるための基礎研修会を
開催しました。平成27、28年度に
実施された救急法の競技会には、合
わせて27名の会員が参加しました。
　私たち赤十字奉仕団員は、いざと
いうときには少しでも地域のお役に
立てるよう防災意識を高めていかな
ければならないと思っております。
　私たちと一緒に活動してみません
か？ 

 問合せ先 　ボランティアセンター 
　　　　　  ☎３５－６３８５

「ボランティア連絡協議会ゆう＆あい菊川」
　毎年行っている「ボランティア交流会」を２
月４日に開催しました。
　15のボランティア団体と個人ボランティア３
人、合わせて48人が集い、団体紹介やグループ
に分かれての情報交換、手話の歌、レクリエー
ションなどで交流を深めました。
　みなさんもボランティア連絡協議会に加入し
て、一緒に学習や交流を深めませんか？　団体
でも個人でも加入できます。お待ちしています。

「おんがくの広場」
　「おんがくの広場」を開催します。
　楽器演奏や歌を聴いて、みんなで楽しみましょう。
　どなたでも参加できます。皆様のご参加をお待ちしています。
 日　　時 　　平成29年４月８日（土）13:30～14:30
 会　　場 　　特別養護老人ホーム喜久の園内　地域交流センター「うらら」
　　　　　　  仲島2-4-16　※建物東側の駐車場をご利用ください。
 対　　象 　　子どもから大人まで　どなたでも
 主　　催 　　おんがくの広場（ボランティアグループ）

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

ボランティアグループからのお知らせ

救急法競技会の集合写真

7

ボランティアの広場

ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき☎35-6385



福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

生活困窮者自立相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

心配ごと相談
 日時 　４月 ３日（月）   ９：００～１２：００
　　　  ４月17日（月）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　４月 ５日（水）１３：００～１６：００
　　　  ４月21日（金）    ９：００～１２：００
 会場 　中央公民館　※会場が変更になりました。

結婚相談
 日時 　４月 ７日（金）１８：００～２１：００
　　　  （受付２０：００まで）
　　　  ４月16日（日） ９：００～１２：００
　　　  （受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき
　　　  ※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。

ひきこもり、不登校無料相談会
 日時 　４月 ３日（月）・17日（月）
　　　  １３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 予約電話 　０９０－１４７６－３２３３

菊川市役所小笠支所の移転に伴い

　　　　　　平成29年４月より

（旧）　　　　　　　　　　（新）
菊川市役所 小笠支所　➡　菊川市中央公民館

※プラザけやきの相談所は、変更ありません。

　菊川市社会福祉協議会が月１回発行している「きくがわ社協だより」の広報活動にご意
見ご提言をいただく広報モニター委員を募集します。
 応募資格 　　・菊川市内に居住されている20歳以上の方
　　　　　　・平日に開催される会議に出席できる方（年2回程）
　　　　　　・本会広報活動に理解のある方
 任　　期 　　平成29年４月１日～平成30年３月31日
 申込期限 　　平成29年３月31日（金）
　　　　　　菊川市社会福祉協議会　☎35−3724　FAX 35−3202問 合 せ
申 込 先 

心配ごと相談所　開設場所変更のお知らせ

社協だよりモニター委員を募集します

参加者募集　各種事業

8この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。


